様式

平成２８年　月　日

環境省総合環境政策局環境影響評価課長　殿


住所


代表名

平成２８年度風力発電等に係る地域主導型の戦略的適地抽出手法の構築モデル事業申請書

標記について、以下の必要書類を添えて申請します。

なお、書類の提出にあたり、暴力団排除に関する誓約事項に誓約します。
1． 提案書（別紙１）

2． 経費内訳（別紙２）

3． その他参考資料

4． 民間事業者との共同実施の場合、民間事業者の事業概要資料



別紙１
平成２８年度風力発電等に係る

地域主導型の戦略的適地抽出手法の構築モデル事業　提案書フォーム素案
（作成注)「主たる業務を行う者」の欄に地方公共団体名・所属、作成責任者、担当者、住所、電話番号、ＦＡＸ番号、メールアドレスを記載してください。複数の地方公共団体又は民間企業（発電を計画している事業者）と共同で提案を行う場合は、共同提案者に関する情報も記載してください。共同提案者が複数ある場合は適宜表を追加してください。
○主たる業務を行う者

	地方公共団体名・所属
	

	作成責任者
	役職
氏名

	担当者
	役職

氏名

	住所
	

	電話番号
	
	FAX番号
	

	メールアドレス
	


○共同提案者

	団体名・所属
	

	責任者
	役職

氏名

	担当者
	役職

氏名

	住所
	

	電話番号
	
	FAX番号
	

	メールアドレス
	


０．はじめに
本書は、平成２８年度風力発電等に係る地域主導型の戦略的適地抽出手法の構築モデル事業公募要領を遵守し、その実施方法等に関する提案するものです。また、本事業の実施に当たっては、本提案書を基にして事業を行います。
１．事業の目的と概要
地方公共団体が主導して地熱発電事業又は風力発電事業の適地抽出を行う目的や事業概要を記述してください。また、提案するモデル地域において過去に事業化検討や環境調査を行っている場合は、その概要を記述してください。
	＊主に以下の点について説明してください。

・当該モデル地域において地方公共団体が主導し適地抽出を行う目的

・事業概要
· モデル地域名、位置

· 発電規模

· 風力発電事業の場合、陸上／洋上の別

· 事業が実現するまでの大まかな事業スケジュール感
（事業化検討時期、本モデル事業実施時期、環境アセスメント実施時期、発電開始予定時期など）

・過去に事業化検討を行っている場合は、その概要

・過去に環境調査を行っている場合は、その概要


２．地域の特性等
本事業で地熱発電事業又は風力発電事業の適地抽出を行う予定地域の概要と環境特性を記載してください。

	＊主に以下の点について説明してください。

・適地抽出を行う予定地域の概要

· 予定地域が分かる図面

· 法令等に基づく指定地域等の有無

· 社会経済的な面で特に配慮が必要な対象等の状況


	・地域の環境特性

· 環境面から特に配慮が必要な対象等
· モデル地域内又はその周囲に既存の地熱発電又は風力発電事業・施設がある場合は、その位置等がわかる図面
· 発電施設建設に係る規制基準や指針等がある場合は、それら基準等の内容


注：枠を分けて、予定地域の概要と環境特性について記載のこと。

３．地方公共団体や関係者等の意向

３－１．ステークホルダーの状況

応募者間の調整状況や提案するモデル事業を実施するに当たり調整が必要と考えられるステークホルダー（住民、地権者、温泉事業関係者、漁業関係者、海上交通関係者等）の状況等について記述してください。
	＊主に以下の点について説明してください。

・複数の地方公共団体で共同実施する場合、各地方公共団体間の関係及び調整の状況

・地方公共団体内における推進体制や関係部署間における調整の状況

・ステークホルダーの状況。また、調整が既に進んでいればその状況

・適地抽出に当たって、ステークホルダーの理解を得るために現時点で想定される今後の調整の進め方や考え方

・協議会等の設置状況、開催状況（既に設置されている場合、又は今後の予定等）

・その他、事業化に向けた地元の動き等



３－２．地方公共団体における上位計画等の有無、本事業の位置づけ

提案するモデル事業に関係する地方公共団体の上位計画等（都道府県・市区町村の総合計画や長期構想、地球温暖化対策実行計画（区域施策編）、再生可能エネルギー導入計画等）の概要及びそれら計画における事業の位置づけについて記述してください。
	


４．事業の導入条件など

４－１．物理的な条件

提案するモデル地域における地熱ポテンシャルや風況、アクセス性、送電網等の事業の実施に必要な物理的な条件について記述してください。
	＊主に以下の点について説明してください。

・地熱発電の場合：地熱ポテンシャル、風力発電の場合：風況等
· 現地観測実施の有無、実施している場合はその調査結果

· あるいは既存資料等による地域の地熱や風の状況
・既存道路や港湾等からのアクセス性の状況

・送電網との位置関係や、連系地点までの送電ルート・敷設方法


４－２．諸手続に関する情報等

提案するモデル地域において、現時点で想定される事業化に必要な諸手続について記述してください。
	＊主に以下の点について説明してください。

・環境アセスメント以外に許認可申請等が必要な諸手続


４－３．環境調査の内容
提案するモデル事業を実施するに当たり、収集が必要と考えられる環境に関する既存情報や、想定される追加的な環境調査の内容について記述してください。
	


４－４．事業者

将来モデル事業の成果を引継いで発電事業を実施する事業者の候補がいれば、その者との協議状況について記述してください。また、現時点で事業者となる候補がいない場合は、適地抽出後の事業者の選定方法について記述してください。

	＊主に以下の点について説明してください。

・事業者候補の有無及び協議状況（今回、民間事業者（発電を計画している事業者）と共同提案している場合には、当該民間事業者との協議状況）

・現時点では事業者候補が不明の場合は、適地抽出後の事業者候補の選定方法

例）適地抽出後に公募により事業者を募る予定。

・将来事業者候補にモデル事業の成果を引継ぐに当たっての引継ぎの方針や考え方




５．地域創生に関する事項等
５－１．地域創生に関する事項
事業が実現した場合の地域振興のための貢献策や、地域での再エネ普及啓発のための貢献策について記述してください。
	＊主に以下の点について説明してください。

・地域振興のための貢献策


	・地域での再エネ普及啓発のための貢献策



注：枠を分けて、地域振興と再エネ導入普及啓発について記述してください。
５－２．適地抽出事業に係る創意工夫の具体的な提案

環境調査、関係者間調整、情報公開、その他本モデル事業の実施に当たり現段階で考えられる創意工夫があれば、具体的に提案してください。

	


６．その他

６－１．他の委託事業・補助事業等との関係

提案するモデル地域において、本モデル事業以外に受ける予定の（又は受けたことがある）他府省の委託事業や補助事業等があればその内容等について記述してください。この際、平成２８年度に予定される事業だけでなく、平成２７年度以前の事業についても確認の上記述してください。
	＊主に以下の点について説明してください。

・他の委託事業や補助事業等の有無

・有の場合は、その委託事業や補助事業の名称及び内容

・有の場合は、本モデル事業の内容と重複がないことの説明

例１）

名称：環境アセスメント調査早期実施実証事業（平成２８年度（予定）　NEDO）

内容：環境アセスメントの迅速化を目指し、環境影響調査を前倒しして実施するもの。環境調査

の猛禽類調査等について補助を受けている。一方、本モデル事業は、適地抽出を実施するために必要な追加的な環境情報を調査するものであるので重複していない。

例２）

名称：地熱開発理解促進関連事業（平成２７年度　経済産業省）
内容：熱資源開発の推進を図るため、地方公共団体や温泉事業関係者等が地熱の有効利用等を通じて地域住民への開発に対する理解を促進することを目的として行う事業を支援するもの。具体的な事業化の検討には至らなかったが、地域の地元住民や温泉事業関係者等と地熱に関する勉強会のために補助を受けた。




６－２．その他記述すべき事項
提案するモデル事業の実施に関し、その他記述すべき事項がありましたら記述してください。
	・現時点で想定される課題とその解決策

・提案するモデル地域の特殊要件に関すること



７．実施計画
提案するモデル事業の１年度目（平成２８年度）と２年度目（平成２９年度）における実施計画について記述してください。地方公共団体が実施する事項を中心に、共同実施者や外注（再委託）先との役割分担が分かるように記述してください。
（１年目：平成２８年度）

	時期
	内容

	
	

	到達目標


	


（２年目：平成２９年度）
	時期
	内容

	
	

	到達目標


	


別紙２
平成２８年度風力発電等に係る地域主導型の戦略的適地抽出手法の構築モデル事業に要する

経費支出予定額内訳

（平成○○年度）※１
	経費区分・費目※２
	金額
	積算内訳※３

	（記載例）
	
	

	
	
	

	業務費
	
	

	旅費
	○○○○○
	（数量）×（単価）＝金額

	諸謝金
	○○○○○
	

	会議費
	○○○○○
	

	備品費、借料及び損料
	○○○○○
	

	賃金
	○○○○○
	

	消耗品費
	○○○○○
	

	通信運搬費
	○○○○○
	

	印刷製本費
	○○○○○
	

	雑役務費
	○○○○○
	

	外注費（再委託費）※４

	文献調査費
	○○○○○
	

	
	環境調査費※５
	○○○○○
	

	
	協議会等運営補助費
	
	

	
	その他（　　　　）
	
	

	その他（　　　　　　　　　　）
	○○○○○
	

	
	
	

	合計
	円
	　


※１：平成２８年度及び平成２９年度の年度毎に、経費支出予定額内訳を作成してください。

※２：適宜、行を追加・削除してください。

※３：備考欄に記載できない場合は、別紙に記載するなどしてください。

※４：原則環境省が環境調査等を実施することはありませんが、応募者において環境調査等の外注が実施できず、やむを得ず環境省において当該業務を行うことを希望する場合（公募要領「１１．（５）委託の形態」参照。）には、金額の欄に「環境省において実施を希望」と記載の上、その理由を記載してください。なお、委託の形態は、理由等を確認の上、環境省が決定します。

※５：環境調査費は、提案書「４－３．環境調査の内容」に記述することとなっている、環境調査の内容を踏まえ積算してください。
連絡先


所属部署名：


役職名：


氏名：


TEL：


FAX：


E-Mail：
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